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アジア太平洋地域は、多くの域内企業が規模を増大し、新市場
に拡大、初めて資本市場に進出するなど、世界経済において徐々
に中心的役割を果たすようになっています。こうした企業は、新た
に生ずるリスク、新しい法規制、取締役会に対する期待の高まり
に対応できるフレームワークを構築する過程で多くの困難に直面
しています。

ガバナンス、リスク、コンプライアンス（GRC）という言葉が、
どのように意味づけられているのかをより良く理解するため地域
全体をカバーする10の国と地域の60人のエグゼクティブに、対面
または電話によりインタビューを実施しました。その結果、過半
数の企業が何らかの形で既にGRCに関するプログラムの取組みに
着手していますが、それら取組みの本質や適用範囲については必
ずしも明確に定義されていないことが明らかになりました。

回答者の多くは、他市場から得られる教訓は限定的であると感
じています。アジア太平洋地域内だけで活動する企業にとって、
グローバルな文脈で捉えられるより顕著ではないリスクもあり、
グローバルなGRCアプローチ方法を単純に採ることは、競争上不
利な状態になりかねません。多くの場合、大がかりなテクノロジー

（ITツール）を導入するほど取組みが進んでいるか否かについても
確証がないようです。

本レポートでは、私たちの調査結果とともに、企業が注力すべ
き実践的ステップと優先順位をふまえたアイデアを盛り込んで
います。さらに、2012年初めに公表した「The Convergence 
Evolution」と題する直近のグローバルなGRCに係る調査との比
較についても紹介しています。

本レポートがアジア太平洋地域で活躍されている域内の方々の考
察の一助となれば幸いです。

本冊子は、KPMG Internationalが2013年1月に発行した“The ingredients 
for a strong Governance, Risk and Compliance function in Asia 
Pacific”を翻訳したものです。翻訳と英語原文間に齟齬がある場合には、
当該英語原文が優先するものとします。
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回答者の地域

業種

回答者の役割

本調査は2012年7月から9月にかけて、対
面または電話インタビューにより実施しまし
た。回答者の半数近くが内部監査の部署
長であり、42％が財務やリスク、コンプラ
イアンスに係る役割を担っています。

回答者は多国籍企業における地域内のコン
プライアンス／リスクマネジメント関連部署
長だけでなく、アジアの他地域やグローバ
ルに事業を拡大している、代表的なアジア
太平洋地域企業の方々も含まれています。

本調査は、17問の選択式質問と、回答者
のガバナンス、リスク、コンプライアンス
への取組みに対する見解をより定性的に分
析するための3問の自由回答方式の質問に
よって実施しました。
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01
GRCに対する欲求
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多くのグローバル企業で、リスクマネジメ
ントやコンプライアンス部門は、法規制の
増加とコーポレートガバナンスに対する新
たな期待の高まりを背景に、近年拡大し
続けている数少ない領域です。このような
変化は金融機関や欧米で顕著ですが、決
してこれらのマーケットに限られるもので
はありません。

アジア太平洋地域で成長中の企業にとっ
て、GRCを採用する推進力は、西側諸国
の場合とかなり異なっています。GRCは機
能不全に陥った縦割り組織や既存の枠組
みにとらわれた時代遅れな取組みを調和さ
せるものではありません。多くの企業の監
督機能はいまだ比較的軽いものです。その
ため、それらをサポートするプロセスやシス
テムは相変わらず手作業で、洗練されてい
ません。

このような状況で、GRCに関する最初の
原則を確立し、適用する必要性が高まって
います。アジア太平洋地域に拠点をおくエ
グゼクティブは、域内を通してGRCへの関
心が高く、73％の回答者が「非常に関心
がある」と答えています。さらに、彼らの姿
勢は大体が純粋で、西側諸国でみられるよ
うなGRCに対する懐疑的な見方や、先行
する失敗例につながる消極性はみられま
せん。

ではGRCとは何か？

当然のことながら、この調査対象となった
国や企業は多岐にわたるため、GRCの定
義はさまざまです。しかし、大抵の回答者
は、GRCとは、本質的に異なる保証、コ
ンプライアンス、そしてリスクマネジメント
の機能といったものをより良く結びつける
ためのフレームワークであるべきだと認識
しています。本レポートは、ある回答者が
述べたように、「コーポレートガバナンスや
リスクマネジメントの課題は非常に複雑か
つ相関している」という認識に焦点を当て
ています。また別の回答者は、究極の目
的は、「コンプライアンスを確保しながら、
透明性、リスクに対する理解、（ある種の
結果や出来事に）いかに対応するか」であ
るとも述べています。

GRCは報告ラインを明確にすること、一貫
したプロセスを確保すること、そして事業
単位間で情報が伝達される際に主観的解
釈を最小限にすることを可能にする手法や
フレームワークであるべきとの認識も一般
的です。それにより、全社的な方向性と保
証とコンプライアンスプログラムの適用範
囲が、それに続くテクノロジーの整備とと
もに、決定づけられることになります。

企業は、“決まり文句”のようなGRCのアプローチを真似るよりもむしろ、自
社にとってのGRCとは何であるかを定義する必要があります。全社的な視点
を形成することとは、すなわちビジネスオペレーションの最前線からIT部門、
監督機能そして最終的には取締役会に至る企業内全体の人 を々巻き込ん
でいくことを意味しています。
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GRCに対する誤解

GRCとは

しかし、GRCとは、「IT部門と事業部門と
の間で統合的視点を持つこと」と述べる回
答者がいる一方、直接ITに言及することや、
特にテクノロジーソリューションとしてGRC
を考える回答者はほとんどいませんでした。

インタビューを実施した多くのアジア太平
洋地域の企業は、大規模かつ独立したコ
ンプライアンスとリスクマネジメント機能を
有しているわけではないものの、GRCは、

「3つの防御ライン」、すなわち事業単位の
1次ライン、特定のリスクやコンプライアン
ス専門部署（2次）、内部／外部監査（3次）
にサポートされた取締役会の適切な連携を
構築するものであると認識しています。

本調査参加者が、必ずしも大胆な期待をし
ていたわけではありません。多数が、GRC
プログラムを通じて戦略的意思決定や成
長機会の識別が可能になるとは考えていま
せんでした。それは無理からぬことですが、
最終的な目標は、GRCをリスクやガバナン
ス活動と戦略を永続的に結びつけて、組
織に取り入れ、定義づけることに違いない
と我々は信じています。この点の重要性
について、本レポートの後半部分で説明
します。

GRCに対する
エグゼクティブの関心

GRCは戦略とリスクの統合に資するもの

GRCは人、プロセス、システムを統合
させることにより、縦割りを排除してい
くもの

GRCはビジネスを前進させながらもコ
ンプライアンスを保証するもの

GRCは企業のガバナンスに責任を持つ
全ての人々に、タイムリーかつ完全な
情報をもたらすことを確実にするもの

究極的には、ビジネスをより円滑に行
なっていくためのもの

GRCはテクノロジーの基盤ではない

GRCは、ソフトウェアベンダーやプロ
フェッショナルサービス提供者が収益
を稼ぐための一時的な流行や受けの良
いフレーズではない

GRCは既存のプロセスやテクノロジー
を排除し、ゼロから始めるものではない

GRCは、企業内で、部署同士が競い
合うためのものでも、政治的権力関係
を再構築するものでもない

GRCは企業内に必要以上に官僚的な
階層組織を創り出すものではない

関心が低い
5％

関心はあるが
計画なし
22％

強い関心がある
73％
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本調査回答には、地域内の成熟度の違い
が反映されています。回答者のおよそ25％
前後は多国籍企業の地域統括としての役
割を担っており、さらに20％以上が日本
の複合企業の方々です。残る半数超の回
答者がアジア太平洋地域内を拠点とする
成長企業となっています。

西側諸国同様、アジア太平洋地域の企業
では、GRC推進のための最も強い影響力
は経営者による内部圧力によると考えら
れており、外部圧力（規制当局、監査人、
顧客など）は、それより重要性が劣ると考
えられています。経営者は最も重要な利害
関係者で、かつ推進力と考えられており、
アジア太平洋地域の本調査では73％、
KPMGが独自に実施したグローバル調査

「The Convergence Evolution」の結果で
も48％という回答となっています。

増すばかりの複雑さを理解し、管理したい
という要望は、グローバル企業の回答とも
矛盾するものではありません。それはアジ
ア太平洋地域において、事業活動の特徴
や法規制環境が大きく異なっている複数の
マーケット横断的に、リスクの全社的な視
点を確立することを意味しています。

他の地域よりも、アジア太平洋地域企業
のGRCに係る課題は、規制措置の恐れ
や風評被害など、受け身的な優先順位と
捉えられています（グローバル調査では4
番目だったのに対し、アジア太平洋地域
では2番目に重要とされています）。一方、
KPMGのグローバル調査結果によれば西
側諸国の市場では、コスト削減や迅速な
意思決定がアジア太平洋地域よりもいくら
か優先されている傾向があります。

全体を通して、コスト削減は、予想よりも
低い関心事であることが分かりました。そ
れは、コストの可視化、自動化によるコス
ト削減などを重要なセールスポイントと推
奨するGRCソフトウェアベンダーにとって、
含意のある結果かもしれません。

本調査の回答者が何よりも関心を寄せて
いたのは統制環境の改善でした。ある回
答者は「何らか定義された境界内での事業
運営を確実にすること」と述べています。

回答者が関心を持つ具体的規制は事業分
野に応じて異なりますが、例えば米国連邦
海外腐敗行為防止法（FCPA）や特定業界
における貿易規制への遵守など、域外の
法規制も含まれることになります。

アジア太平洋地域における法規制の複雑さを過小に評価することはできませ
ん。エグゼクティブはビジネスの成長に伴い、いかに容易に自社のGRCの
フレームワークが法規制変化や将来的ニーズに適応できるかということを
検討する必要があります。
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GRCに関心を持つ理由

ガバナンス、リスク、コンプライアンス機能を収斂させることにプレッシャーをかける利害関係者
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西側諸国 東側諸国

監督機能の収斂
（コンバージェンス） 

主要テーマ

推進要因

テクノロジー

コストと合理化

異なるGRC基盤の
置換または調整

監督機能の統合
（インテグレーション）

可視化と統制

表計算シートまたは
他のマニュアルによる

不正確さの解消

西側諸国との相違

「他の地域よりも、アジア太平洋地域のGRCに係る課題は、規制措
置の恐れや風評被害リスクのためといった受け身的な優先順位と捉
えられている傾向があります。全体として、コスト削減は予想よりも
関心が低いことがわかりました」

GRC機能の位置づけ

リスクは企業の最前線において、しばしば
最も良く管理されているとの認識ながら、
GRCの取組みが集中的なリスクの監督機
能を自動的に伴うわけではありません。し
かし、経営者は、ビジネスの成長に伴って
分散した監督機能が今後も適切かつ効率
的であり続けるかどうか、注意深く吟味す
べきです。

アジアでは、国内事業が成長している同
族企業や最近まで同族経営であった企業
にとり、はじめてガバナンスやリスクマネジ

メントに向けた経営課題に取組み始める
重要な段階に来ています。上場の厳しさも
またしばしば大きな衝撃となり、ガバナン
ス構造や経営姿勢をさらに根本的に変革
することを余儀なくされています。

すでに上場している企業や創業第一世代、
第二世代が経営を手放したかつての同族
企業では、リスクやコンプライアンス機能
における「専門家」は、オーナー、取締
役、現職の上級管理職らを説得し、ある
いは彼らに影響を与える任務を持っていま
す。ある回答者はこう言っています。「経営
者の最大の関心事が成長に向けた事業の
流れの利便性と効率化に向けられている間
は、彼らの経営スタイルをそれほど即座に
変えることはできません。リスクやコンプ
ライアンスに対する関心は、不正や失策
発生時を除いて、あまり重要ではありませ
ん。そのため、リスク低減の効果的事例や、
GRCフレームワークがどれだけ可視化に貢
献できるかが重要です」
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リスクとコンプライアンスの
可視化の向上

統制の最適化 手作業プロセスの
削減

報告の正確性の
向上

現時点ではGRCテクノロジーに
役割が見えない

GRCの目的に対するGRCテクノロジーソリューションの役割

他のある回答者はこの点に同調し、リスク
を取締役会の議題として取り上げてもらう
ためのたゆまぬ努力について説明していま
す。「不正や不祥事は新たな注目を引きま
すが、喉元過ぎれば熱さを忘れる。これは
人間だから仕方ありません」と彼は言いま
す。「本質的な問題は、“どのように”リス
クマネジメントを“いつも”議題の少し上位
にのせて、徐々に“経営者の姿勢”を変革
していくことです」

日本企業に目を向けると、別の重要な回答
傾向を示しています。内部統制報告制度が
既に確立され、企業リスクとそれに対応す
る方針および統制の文書化が等しく厳密
に求められています。一般的に、リスクに
対する防御ラインは、取締役会レベルの
リスク委員会や監査委員会（監査役会）に
引き上げられました。中国など、その他の
域内市場においても、同様の規制が始まっ
ています。

また、別の地域では、特定のリスクに対す
る対応を要求しています（例えば、ERMプ
ログラムの要求などで、このような条項は
取締役からの疑問を引き起こすことになる
でしょう）。GRCはもっと包括的で、取締
役会の関与を一層確実なものとすることが
できます。

©2013 KPMG Business Advisory Co., Ltd., a company established under the Japan Company Law and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved.
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なぜアジア太平洋地域では
GRCテクノロジーの導入が
進まないのか? 
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多くのアジア太平洋地域の企業は、GRCフレームワークを支えるために利用
可能なテクノロジーソリューションを活用できていません。事業部門とITチー
ムがどのようにGRCを定義しているかについて、しばしば乖離が見られます。
エグゼクティブには、テクノロジーへの投資によって、どのようにテクノロジー
が自分たちを助け、どのように最大価値を得られるかについて、理解する
努力が必要でしょう。

65％に及ぶ多くの回答者が、GRCテクノ
ロジーの主たる要件として、リスクやコン
プライアンス活動の可視化に言及しまし
た。企業内の集約されたGRCソリューショ
ンの最大の利点は、より有効にリスクを識
別し、管理できるようになることです。

その中で、非常に認知度の高いツールは
SAP、OracleというERPプラットフォーム
であるにもかかわらず、GRCテクノロジー
の取組みの優先順位は低い傾向にあると
いう事実も興味深いことでしょう。

こうしたGRCソリューションツールは、ビ
ジネスの業務運営レベル（14ページの
KPMGによるGRCフレームワークに図示）
において、従来から最強で、最も広く採用
されています。回答者のうち60％がERP
などの重要なテクノロジーの導入や、プロ
セス変革に取り組んでいました。そのうち
3分の2ほどがGRCや統制活動の統合作
業をプロジェクトに盛り込んでいました。

その他のGRCツールのブランド名の認知
度は予想より低く、おそらく、それらはよ
り戦術的、戦略的なレベルにおいて強み
を発揮できるからでしょう。

これまでアジア太平洋地域のさまざまな市
場で経験してきたように、多くのリスクや
コンプライアンスに係る上位階層の関係者
が、いまだにテクノロジーが効果的なGRC
プログラムを構築、維持する上で鍵を握る
要素であるとは考えていません。GRCテク
ノロジーは、主に今までのように既存ERP
への追加ソリューションであり、事業運営
上のリスクやコンプライアンスタスク（例え
ば、権限分離やコンフィギュレーション統
制のモニタリング）を実行するものとみなし
ている回答者もいました。このような見方
は、企業内のリスクやコンプライアンスの
健全性に着目できる戦略的、戦術的なレ
ベルまでGRCツールの活用度を必ずしも
高めるものではありません。

多くの非ERP系のGRCテクノロジーベン
ダーは、依然としてアジア太平洋地域に
おいて存在感を築こうとしている最中です。
彼らは、概して戦術的、戦略的なレベル（例
えば、リスクマネジメントや方針管理）に
対する強みを紹介してきました。多くの場
合、彼らは、いまだに専門家と支援サービ
ス部隊をアメリカやヨーロッパに置いたま
ま、セールス＆マーケティングチームの拡
大を図りつつあります。このことがひいて
は、成功裏に市場に浸透し、競争的に優
位なポジションを確立する能力を弱めてき
ています。

「多くのアジア太平洋地域を拠点とする企業のGRC関係者は、 
リスクとコンプライアンス要件をサポートするGRCテクノロジー 
ソリューションについて、展開はおろか、思い描くまでにも至って 
いません」

©2013 KPMG Business Advisory Co., Ltd., a company established under the Japan Company Law and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved.
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KPMGによるGRCテクノロジーフレームワーク

最近の動向として他のGRCソリューション
プロバイダーとパートナー連携プログラム
の強化が挙げられます。これらにより、有
能な関連GRCテクノロジーソリューション
とともにアジアでの足跡を拡大する上で、
初期段階としては良い結果につながった、
いくつかの事例があります。

依然として、可視化およびリスクとコンプ
ライアンスの取組みを識別し管理する能力
が本調査回答者にとっての主要課題です
が、多くのアジア太平洋地域の企業におい
ては、リスクとコンプライアンスを管理す
る上で重要な要素としてGRCテクノロジー
を受け入れるまでには至っていません。法
規制の変更は、多くの企業のリスクとコン
プライアンスのプログラムに影響を与えて
いますが、多くのアジア太平洋地域を拠点
とする企業のGRC関係者は、リスクとコ
ンプライアンス要件をサポートするGRCテ
クノロジーソリューションについて、展開は
おろか、思い描くまでにも至っていません。

企業は、GRCテクノロジーによって重要な
可視性と経営上の利点を得ていますが、私
たちは、アジア太平洋地域市場でより成功
するGRCテクノロジーのプログラムは、特
定のリスクおよびコンプライアンス要求や

課題に取り組むことに焦点をあてたもので
あり、包括的な企業全体レベルでのGRC
に取り組むものではないということに注目
しています。

適切なGRCテクノロジーソリューションの
認識、役割、適用がアジア太平洋地域で
成長していく余地が依然としてあることは
明らかです。GRCテクノロジーがどのよう
に、企業の特定のリスクやコンプライアン
スのニーズに、具体的に対応できるかを示
すGRCテクノロジーベンダーや、ソリュー
ションプロバイダーの能力が、アジア太平
洋地域のリスクやコンプライアンス関係者
にテクノロジーを適用し受け入れてもらうた
めの鍵となるでしょう。

しかしながら、わずかではありますが、一
部回答者がマーケットでのGRCテクノロ
ジーとそのソフトウェアベンダーの存在を
認識し理解していたという点に注目するこ
とも重要です。マーケティングや教育に適
切に努力し、特定の状況に対応するGRC
テクノロジーソリューションを提供すること
が、結果的にGRCテクノロジーの採用を
増やし、アジア太平洋地域におけるこれら
のベンダーの存在感を高めるのに役立つ
ことでしょう。

可視化
GRC分析
エグゼクティブによるモニタリング

Key:
全社的保証

GRCマネジメント

GRC業務運営モデル

■
■
■

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

技術能力

アプリケーション分野戦
略
的
レ
ベ
ル

戦
術
的
レ
ベ
ル

業
務
運
営
レ
ベ
ル

ビジネス プロセス

その他

その他

方針管理
リスク＆統制管理
損失・投資管理
コンプライアンス管理
方針、リスクおよび統制の文書管理
リスクおよびコンプライアンスに係る報告
改善管理

設定可能な統制のモニタリング
アクセス統制／職務権限分析
特権認証
トランザクションと不正分析
統制最適化
自動化統制ロードマップ
予防的統制の設定
継続的監査／継続的モニタリング（CA/CM）
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04
示唆：
価値を実現するための
ステップ
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GRCに費やす時間と投資が有効であることを確実にするためには、エグゼク
ティブはGRCのフレームワークとそれを支えるテクノロジーが現在のニーズに
合致しており、将来の要件にとっての基礎となっていることを確認しなけれ
ばなりません。これには、時間をかけてもっと業績要素を充実させる必要
があるかもしれません。

有効なGRCソリューションは現在のニーズ
と将来的な要件の基礎となっている必要が
あります。我々は、こうした概念を「GRC
の戦略的指向と一貫性」と定義しています。
これはGRCプログラムのビジョンと戦略を
定義し、基本原則やKPI（主要業績指標）
を確立し、リスクやコンプライアンスの要
請をどのように取り扱うかについて、現状
のやり方を包括的に評価することを伴いま
す。このような取組みを通じて、企業内の
人的リソースやデータを最適に組織化する
方法が明らかになります。

中国のIT企業のある回答者は、彼らにとっ
てのGRC導入の道筋には4つのキーとなる
段階があると考えていました。すなわち、「効
率的なプロセス設計、明快な基準と手続
の策定、リスク対応とリスク低減計画の正
式化、既存のERPシステムからより高度な
ITプラットフォームへの移行」です。

本調査で見られたいくつかの傾向は、企業
がまだ現状や必要性を評価している初期
段階であることを示唆しています。例えば、
およそ30％の回答者が自社のガバナンス、
リスク、コンプライアンス活動に関連する
総コストを見積もることが不可能であると
回答しています。こうした概念的な段階に
あっては、多くのエグゼクティブは、GRC
が業績を改善し、意思決定を可能にし、
新たな機会を特定するための有効な手段
であるとは考えていないことも、本調査は
示唆しています。しかし我々は、企業がこ
うした方向性を持ってさらに進歩し、もっ
と意欲的な「目標とする姿」を採択し前進
することができると確信しています。こうし
た期待は、GRC導入の道筋に対し、どの
ような投資をしていけばよいのかを明らか
にすることにもなります。

回答者の60％によれば、上級管理職の支
持が、GRCを発展させ維持するためにとて
も重要な要素として認識されています。あ
る回答者は（何人かの回答者も同様の意
見ですが）、「上級管理職の支持があれば、
ツールや予算は何とかなります」、しかしさ
らに「アジアで定着させるには、トレーニ
ングがより困難な挑戦になり得ます」と付
け加えています。

「およそ30％の回答者が企業のガバナンス、リスク、コンプライアン
ス活動に関連する総コストを見積もることが不可能であると回答し
ています。こうした概念的な段階にあっては、多くのエグゼクティブは、
GRCが業績を改善し、意思決定を可能にし、新たな機会を特定する
ための有効な手段であると考えてはいません」

©2013 KPMG Business Advisory Co., Ltd., a company established under the Japan Company Law and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
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リスク識別・
管理能力

統制環境の改善 主要な活動の
見過ごし防止の

確信

外部利害関係者の
信頼性の向上

重複削減・
相乗効果
識別による
経費削減

事業分野を
より有効に
支援する能力

迅速な
機会識別・
対応する能力

財務／非財務
報告の改良

収斂したGRCに期待する効果・便益

GRCを収斂することによる価値を実現する上での課題／障壁

GRCついての下記項目に対する自社の現状の有効性の5段階評価
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リスクマネジメント
（全社的､業務運営）

内部監査 統制自己評価
自己点検

方針管理 コンプライアンス
管理

事業継続
災害復旧

ベンダー／
委託先管理

ビジネスプロセス
管理（BPM）

アジアでの価値の実現には、ある種の困
難さがあると回答者は認識しているようで
す。ひとつは、異なる文化的特徴を有する
多様なマーケットをコントロールする苦労
です。国境を越えたリスクマネジメントや
コンプライアンスの地理的一貫性に対して
は、グローバル調査に比べ低い支持率と
なっています。

アジア太平洋地域の多くのマーケットに進
出している複合企業にとっては、この困難
さは特に顕著となります。多くの企業は、
分散型マネジメント構造を採用し、ライバ
ルブランド間でのある程度の競争を奨励す
らしています。多くの場合そうした企業は
統一された単一のITプラットフォームの導
入を各地域の会社に強制せず、それゆえ、
事業単位ごとあるいは地域ごとに全社的な
リスクプロファイルを確認することができ
るGRCプログラムをいかに導入すればよい
かという課題に取り組んでいます。

アジア太平洋地域では、本調査の88％に
及ぶほとんどの企業が、リスクマネジメン
トと内部監査の部門をすでに設置してい
ます。しかし、今後の彼らの優先課題とし
て、リスクマネジマントの構築や強化が依
然として掲げられています。72％の回答者
が正式なコンプライアンス管理のアプロー
チを採用している一方、こうした活動の多
くが、いまだ分散化した段階にあります。
法規制の増加により事業に対して、より積
極的な情報発信とガイダンスが要求されて
います。
76％に及ぶ多くの回答者が、現在や次年
度は大幅な支出の削減が見込まれている
にもかかわらず、GRCに対する費用は今
後2年から5年のうちに増加し続けるであ
ろうと予想しています。しかしテクノロジー
ソリューションこそが次年度GRCの優先課
題になると回答した人はわずか13％に過ぎ
ず、多くのエグゼクティブたちが、よく調和
され、真に有効なGRC機能にたどり着く
道のりがいかに長いか、を理解することに
なると我々は確信しています。

正式に導入されている管理の仕組み

GRCを推進・維持するための主要な検討事項
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今後2 ～ 5年のGRC活動に係る投資の見積

GRCの戦略的指向と一貫性
自社の現在の成熟度において
GRCの意味するもの

収斂と統合
価値や機能横断的な一貫性を獲得する機会を
特定する際に考慮する要素

（人、プロセス、データ）

テクノロジーの活用
GRCテクノロジーの導入に
取り組む場合に考慮するステップ
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変革管理
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係る報告

方針・
プロセス管理

ガバナンス構造・
プロセス

GRCテクノロジー

次に取り組むGRC関連の優先事項

この道のりに関しては、成熟したマーケッ
トの経験から教訓を学ぶことができます。
あるアジアの企業は、GRCに対する取組
みを成し遂げた多国籍企業から経験豊富
なリスクマネジャーやファイナンシャルコン
トローラーを採用しています。こうした人
材は、その企業をサポートするのに必要な
ほどの深い経験は持っていないかもしれま
せん。しかし、彼らこそは、GRCのあるべ
き姿のイメージをはっきりと持っており、そ
こに到達するまでの困難さも良く知ってい
るのです。

回答者の多くは、特に日本や韓国におい
て、社内の人間に対する具体的な評価指
標を持っていました。彼らは社内の誰がガ
バナンスやリスク文化を強く有しているかに
気付いていたり、あるいは、はっきりと把
握していると述べました。アジア太平洋地
域の回答者の43％は、GRCの取組みの1
番の障壁として、便益を測定することの難
しさに言及しましたが、KPMGのグローバ
ル調査では3番目にランクされたに過ぎま
せんでした。

全体として、エグゼクティブたちが過去の
経験や社内の人間から、どれほどGRCの
便益のイメージを引き出せるかについては、
限界があるように思われます。ある回答者
は「たとえ成熟したマーケットにあっても、
どのように便益を測定するのかについて明
確な事例を我々が常に把握しているわけで
はありません。我々が直面する最大の課題
は、他の企業から何かを学ぼうとすること
ではなく、自社の経営者の支持を得ること
です」と述べています。

GRCプログラムはビジネスに対して限定的
で不確かな見返りしか期待できないかもし
れませんが、多大な時間、労力そして費用
がかかることは明らかです。多くのアジア
太平洋地域の企業のGRCにとって他地域
との違いは、ナビゲーションとなる既存の
旧インフラが存在せず、多様で分散化した
マーケット全体を可視化することが困難だ
ということです。他のマーケットから得られ
る直接的な教訓は限られているかもしれま
せんが、それらは、アジア太平洋地域の
企業がリスクへのアプローチを高め、近代
化し、専門化していくための大きな潜在力
を際立たせています。
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